
５．住宅⽤⽕災警報器の普及啓発

大阪府　守口市門真市消防組合消防本部

　住宅火災による死者数を低減させるため、平成１６年の消防法改正により、住宅用火災警報器等の設置が

義務付けられたことに伴い、当消防組合では啓発用デモパネルを制作しました。

　各消防署の防火キャンペーンや消防訓練、防火座談会を通して、市民の人へ住宅用火災警報器の設置を

呼びかけ、火災から大切な命を守るために活用していきたい。ジュラルミンケースがフルオープン（180度）開

閉し、中にはリーフレットやビデオ・DVDの収納スペースも設けています。

内容

・ケース：ジュラルミンケース（経年劣化、破損等の少ない耐久性にすぐれたものを選びました。）

・住宅用火災警報器： 電池式天井取付型（煙式）1ヶ

電池式壁取付型（煙式）１ヶ

電池式天井取付型（熱式）1ヶ

・啓発説明パネル：家型で説明しやすいようにしました。

・リーフレット、火災警報器設置ビデオ等の収納スペース付
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